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表題 ：足底部テーピングによる健常高齢者の転倒予防効果 

著者名：鈴木忠慶（山野学苑 山野医療専門学校） 

 

要旨： 

【背景】転倒・墜落は、高齢者外傷の発生機序であり日常的予防の必要性につ

いて課題となっている。そこで、高齢者を対象に足底部のテーピング固定によ

る転倒予防効果について調査した。 

【目的】足底テーピング固定法が、足底面に与えた影響と、静止立位時の安定

性および動的安定性ついての効果を明らかにすることを目的とする。 

方法：女性健常高齢者29名、年齢78.8± 6.8 歳を対象に、素足と足底テーピン

グ固定時における無作為に抽出し素足とテーピング固定による比較を行った。 

測定方法は足底面に与えた影響として Foot Look( 株式会社フットルック ) によ

る立位足底面の撮影から足底接地面積 (cm2) 、足底接地面積比率 ( ％ ) 、母指

外反角（角度）について測定した。静止立位時の安定性としてグラビコーダー

GS-30 （アニマ株式会社）により 2 度計測した最大値とし総軌跡長(cm)、矩形

面積 (cm2) 、外周面積 (cm2) の測定を行った。動的安定性では2step test(ロコ

モティブシンドローム指標より算出 ) を用いた。分析には素足と足底テーピン

グの平均値から、SPSS Statistics22によりｔ - 検定（対応あり）による比較を

行った。結果についてはいずれも危険率5%未満で有意差ありとした。 

【結果】 

立位バランス能力の平均値比較では、 FRT では素足25.2± 7.2cm 、足底テーピ

ング24.9± 6.5cm となり有意差は見られなかった。同様に静止立位での重心動

揺計の各項目にも有意差は見られなかった。しかし動的バランス能力において

は2step test(指数 ) について素足1.45、足底テーピング 1.53(p=0.01) となり足

底テーピングでのバランスに対する有意な効果がみられた。また足底テーピン

グが両足足底部にあたえた変化としては、左足面積は素足 144.8 ± 11.0 cm2 、

足底テーピング 148.9 ± 11.1 cm2 （ p=0.001 ）、 右足面積、素足 145.0 ±

11.4 cm2 、足底テーピング 148.9 ± 11.1 cm2 （ p=0.001 ）となり有意な足底面

積の拡大がみられた。 

【結論】健常女性高齢者の足底テーピングでは、足部に与える変化として足部

足底面積の拡大から、静止立位時の安定性について変化はみられなかったが、

動的安定性として 2step test から動的バランスに対する有意な効果がみられた。 

 

ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ  ：高齢者 転倒予防 重心動揺計 テーピング固定法 
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1.緒言 

柔道整復学理論編で示される高齢者骨折の発生機序は転倒または墜落 1) がみ

られる。これまでに高齢者の転倒予防効果について様々な運動療法がおこなわ

れているが 2)-5) 、転倒予防運動法には健常高齢者であっても運動実施中に転倒

するというリスクがある。さらに認知症高齢者においては、運動実施自体が行

えないことが多い。高齢者に対する転倒予防において即時性ある方法が必要で

あると思われる。 

 

 

目的 

現在までに先行研究から足底の絆創膏固定に着目し調査を行った。青年期に

おける立位バランス及び動的バランスを基準として、テーピングによる足底部

の固定法（以下；足底テーピング）を試みた（図 1-3 ）。 青年期の健常者を対

象とした調査により立位重心の安定と不安定面におけるバランス維持から、転

倒予防効果の可能性がみられたが、高齢者による検討は行っていない。そこで

健常者高齢者を対象に、足底テーピング固定法が重心動揺計および運動指標に

よる測定 7-8) から、高齢者転倒予防への効果について調査した。くわえて足底

テーピングによる足部への変化（足幅、足底接地面積など）についても調査を

行った。 

本研究により高齢者への転倒予防効果が明らかとなれば、健常高齢者のみな

らず認知症高齢者にも利用が可能である、以上から広く高齢者の転倒予防につ

いて寄与することを目的とする。 

 

2.対象および方法 

平成27年 7 月10日から平成27年 8 月16日の 2 ヶ月間、健常成人健常高齢者

女性健常高齢者29名、年齢78.8± 6.8 歳を対象に同一被験者による、テーピン

グ固定着前と固定後をいずれかで測定の前後については対象者の選択として、

測定し群間比較を行った。また今回使用する足底テーピングについては、先行

研究 10)-14)より開発した方法を使用する（図 1-3 ）。  

測定項目は立位バランス能力としてFunctional Reach Test(以下； FRT,cm) 、

重心動揺計 GS-30 （アニマ株式会社）により総軌跡長(cm)、矩形面積 (cm2) 、

外周面積 (cm2) を測定した。また動的バランス能力として 10m 歩行速度（秒 ）、

2step test(指数 ) を行った。くわえて足底テーピングが足底部にあたえた変化

として、足幅(cm)、足底接地面積 (cm2) 、右足底接地面積比率（％ ）、 足圧分

布について調査した。分析方法は SPSS Statistics22によりｔ - 検定（対応あり）
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による比較を行った。結果については危険率5%未満で有意差ありとした。 

足底テーピングが足底部にあたえた変化として、 Foot Look による立位荷

重時の足底面の撮影により計測を行った（図 4-6 ）。  

計測値について Foot Look による撮影の後、画面上から算出したものとして

足幅と母指角がある。算出方法の基準として、足幅は第一中足骨頭外側から第

五中足骨頭内側までの最大距離であり、母指角は、第一中足骨頭外側から足底

部内側縁までの垂線と母指最大外側部から第一中足骨頭外側までの垂線が交点

をなす角度（図 4 ）として計測を行った。その他すべての表 3 の項目は 

Foot Look 自動計算された数値を採用した（図 5,6 ） 

3.結果 

(1) 立位バランス能力の平均値によるt-検定（表 1 ） 

FRT では素足25.2± 7.2cm 、足底テーピングでは24.9± 6.5cm(p=0.764) となり

有意な変化はみなれなかった。重心動揺計においても総軌跡長 (LNG) 素足52.3

± 17.8cm、足底テーピングでは50.7± 16.7 cm(p=0.551) と、 1 秒間当たりの動

揺の長さ (LNG/T) 素足 1.7 ± 0.6cm2 、足底テーピング 1.7 ± 0.6 cm2(p=0.544)

の結果から重心安定による重心移動距離の短縮は見られなかった。くわえて重

心動揺の密集度 (LNG/E) も  素足22.7±9.4 cm2、足底テーピング21.6± 10.0 

cm2(p=0.480) となり変化は見られなかった。重心動揺の各面積指標から、外周

面積を囲った面積 (ENV) は  素足 2.7 ±1.5 cm2、足底テーピング 2.9 ± 1.9 

cm2(p=0.550) 、次に動揺波形の中心点から各々の重心点までの距離を全てプラ

スとし平均した値を半径とした円の面積 (REC) は素足 7.1 ±3.2 cm2、足底テー

ピング 8.2 ± 5.4 cm2(p=0.241) となった、さらに重心動揺波形のＸ方向（左右）

とＹ方向（前後）の各々の最大の積 (RMS) も  素足 1.7 ±0.9 cm2、足底テーピ

ング 1.9 ± 1.1 cm2(p=0.471) と、すべての面積指標に有意差はみられなかった。 

 

(2) 動的バランス能力の平均値によるt-検定 ( 表2) 

10m 歩行速度では、素足 9.6 ± 5.6 秒、足底テーピング 9.2 ± 5.7 秒

(p=0.116) となり歩行速度について変化は見られなかった。 2steptest （指数）

については素足 1.5 ± 0.5 、足底テーピング 1.5 ± 0.4(p=0.033) となり足底テ

ーピングでの有意な効果がみられた。 
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(3) 足底テーピングが足底部にあたえた変化の平均値によるt-検定 ( 表3) 

立位荷重時の足底部変化として、左足幅は素足 9.2 ± 0.5cm 、足底テーピン

グ 9.2 ±0.5 cm(p=0.675)、また右足幅も素足 9.1 ± 0.6 cm、足底テーピング

9.2 ± 0.5 cm (p=0.293) と有意な足幅の拡大は見られなかった。その他、左母

指角は素足10.2± 7.2 °、足底テーピング 7.6 ± 6.7 ° (p=0.003) となり外反

母指となる母指角の減少がみられたが、右母指角では素足 9.8 ± 7.3 °、足底

テーピング 8.8 ± 6.6 ° (p=0.296) という結果から、左右の足幅、母指角に同

様の変化は見られなかった。 

各足底面における面積指標の結果は、全体の足底面積となる足面積では、左

足面積は素足 144.8 ± 11.0 cm2 、足底テーピング 148.9 ± 11.1 cm2(p=0.001) と

なり、右足面積も素足 145.0 ± 11.4 cm2 、足底テーピング 148.9 ± 11.1 

cm2(p=0.001) と、両足の足底面積の拡大がみられた。 

足底面のうち床に密着する接地面積では、左接地面積が素足89.6± 12.1 cm2 、

足底テーピング91.8± 11.0 cm2(p=0.146) となり有意差がみられなかったが、右

接地面積では素足90.5± 12.0 cm2 、足底テーピング93.7± 13.1 cm2(p=0.009) と

有意な接地面の増加がみられた。足底の足面積全体から床面に密着する接地面

積の比率を算出した足面積比率では、左足面積比率が素足61.6±5.5 cm2、足底

テーピング61.9± 4.8 cm2(p=0.700) となり、右足面積比率も素足 2.3 ±5.9 cm2、

足底テーピング62.8± 6.6 cm2(p=0.482) と有意差の無い結果となった。 

 

 

4.考察 

立位での安定性において、先行研究に示された転倒危険度の高いカットオ

フの参考値は25.5cmであり 15)、同群間は転倒リスクがある高齢者としてみる事

ができる。本研究の結果により高齢者への足底テーピングの FRT および重心動

揺に起因する立位重心の安定効果はみられなかった。 

動的な安定性として 2step test は、下肢筋力・バランス能力・柔軟性を総

合的に判断する指標であるが、測定条件からテーピングによる動的安定性への

影響が推察される。転倒指標としても先行研究で使用されており 16)、今回の結

果からもテーピングの効果として、転倒予防効果が伺えた。しかしながら同先

行研究から10ｍ歩行速度との正の相関がみられているが 16)、本研究の結果は先

行研究と同様の結果は得られなかった。 

足底部の変化から足底の全体面積の拡大がられたが（表 3 ）、 接地面積、

接地面積比率について両足底に同様の変化がられなかった。図６にしめした足

圧分布は、顕著に土踏まずを除く足底面への圧力分布の高さがみられており、
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2step test に及ぼす転倒予防および動的バランスにおける効果は、足底の全体

面積または足圧重心圧の向上によるものか、検討する必要がある。 

高齢者の動的安定性の向上には、足底面の固定による足底部の単一構造化

および足底面積の拡大が一因となる事が示唆されたが、十分な結果とはいえな

い。足底部固定のみでは限界点もみられることからも、今後は高齢者の下肢筋

力や柔軟性の強化の必要性が伺えると共に、足関節の固定によるさらなる固定

強度検討のほか、バランス能力のみならず、転倒予防指標による効果測定につ

いての足底を行う必要性がある。 

 

5.結論 

健常女性高齢者の足底テーピングでは、足部に与える変化として足部足底

面積の拡大から、静止立位時の安定性について変化はみられなかった。しかし

動的安定性として 2step test から動的バランスに対する有意な効果がみられた。 
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図表一 

 

図1 ．  内側縦アーチテープ 

母指中足骨頭の側面(a点 ) から踵骨を回り込み踵立方関節手前まで 
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図 2 ．  足底アーチテープ 

足底面(b点 ) から踵骨内側側面を通り踵立方関節手前まで 



9 

 

 

図 3 ．横アーチテープ 

リスフラン関節上第 1 中足骨基底部付近（ c 点）から第 5 中足骨方向に足底面

を回り込み、リスフラン関節上（ d 点）より円環上に固定する 
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図 4 ． Foot Look による A 素足と B 足底テープでの足幅と母指角測定画像 

例： A の右素足では足幅9.1 cm、母指外反角11.9° 

 

図 5 ． Foot Look による A 素足と B 足底テープでの立位面積画像 

例： A の右素足では足面積150.6 cm2、接地面積  89.1cm2 、 

足面積比率 59.2%  
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図 6 ． Foot Look による A 素足と B 足底テープでの足圧分布画像 

 

  

 

項目
ＦＲＴ（cm） 25.2 ± 7.2 24.9 ± 6.5 0.764 ns

重心動揺計
ＬＮＧ（cm） 52.3 ± 17.8 50.7 ± 16.7 0.551 ns
ＬNＧ/T(c㎡) 1.7 ± 0.6 1.7 ± 0.6 0.544 ns
LNG/E(c㎡) 22.7 ± 9.4 21.6 ± 10.0 0.480 ns
ENV(c㎡) 2.7 ± 1.5 2.9 ± 1.9 0.550 ns
REC(c㎡) 7.1 ± 3.2 8.2 ± 5.4 0.241 ns
RMS(c㎡) 1.7 ± 0.9 1.9 ± 1.1 0.471 ns

素足 足底テーピング
表1.立位バランス能力(n=29)

P

*ｐ<0.05　**ｐ<0.01　***p<0.001

項目
10m歩行速度（秒） 9.6 ± 5.6 9.2 ± 5.7 0.116 ns
2step　テスト（指数） 1.45 ± 0.5 1.53 ± 0.4 0.033 *

表2.動的バランス能力(n=29)

P

*ｐ<0.05　**ｐ<0.01　***p<0.001

素足 足底テーピング
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項目
左足幅（cm） 9.2 ± 0.5 9.2 ± 0.5 0.675 ns
右足幅（cm） 9.1 ± 0.6 9.2 ± 0.5 0.293 ns
左母指角（角度） 10.2 ± 7.2 7.6 ± 6.7 0.003 *
右母指角（角度） 9.8 ± 7.3 8.8 ± 6.6 0.296 ns
左足面積(c㎡) 144.8 ± 11.0 148.9 ± 11.1 0.000 ***
右足面積(c㎡) 145.0 ± 11.4 148.9 ± 11.1 0.000 ***
左接地面積(c㎡) 89.6 ± 12.1 91.8 ± 11.0 0.146 ns
右接地面積(c㎡) 90.5 ± 12.0 93.7 ± 13.1 0.009 *
左足面積比率（％） 61.6 ± 5.5 61.9 ± 4.8 0.700 ns
右足面積比率（％） 62.3 ± 5.9 62.8 ± 6.6 0.482 ns

表3.足底テーピングが足底部にあたえた変化(n=29)

*ｐ<0.05　**ｐ<0.01　***p<0.001

素足 足底テーピング P


